
２ 国内マーケットの動向

(7) ⼤⾖の需要動向

47出典 「国産⼤⾖の⽣産・需要をめぐる動向(R4.12)」農林⽔産省より

 国産⼤⾖の作付けは、畑作よりも⽥作が多く、作付け・⽣産量の推移はほぼ横ばいである



２ 国内マーケットの動向

(7) ⼤⾖の需要動向
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 ⼤⾖の需要量は、中期的に増加傾向で推移していて令和3年度は約356万トンで、⾷品⽤について
も近年は約100万トンで推移している

 国産⼤⾖は、実需者から味の良さ等の品質⾯が評価され、ほぼ全量が⾖腐、煮⾖、納⾖等の⾷品
向けに⽤いられる

出典 「国産⼤⾖の⽣産・需要をめぐる動向(R4.12)」農林⽔産省より



２ 国内マーケットの動向

(7) ⼤⾖の需要動向
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 令和3年の国内⽣産量24.7万トンに対して、国内の需要は約365万トンであり、国内産の⼤⾖の需
要拡⼤の可能性は⾼いと想定される

 ⽤途別の需要動向は、⾖腐が最も⾼く、国産の需要増加を⾒込める

出典 「国産⼤⾖の⽣産・需要をめぐる動向(R4.12)」農林⽔産省より



２ 国内マーケットの動向

(8) 農業産出額・⽣産農業所得の推移

 農業総産出額は、近年9兆円前後で推移。令和3年は、畜産の産出額が3.4兆円を超えて過去
最⾼となった⼀⽅で、主⾷⽤⽶や野菜等の価格が低下したこと等から、前年に⽐べて986億円減
少し、8兆8,384億円（対前年増減率1.1％減少）

 ⽣産農業所得は、近年3兆円台を超えて推移。令和3年は、主⾷⽤⽶の価格が低下した⼀⽅で、
畜産や果実の産出額が増加したこと等により、前年に⽐べて45億円増加し、3兆3,479億円（同
0.1％増加）

50出典 農林⽔産省ホームページより



２ 国内マーケットの動向

(9) みどりの⾷料システム戦略

51出典 農林⽔産省ホームページより



２ 国内マーケットの動向

(9) みどりの⾷料システム戦略

52出典 農林⽔産省ホームページより



２ 国内マーケットの動向

(10) ⾷料・農業・農村基本法の改正

53出典 農林⽔産省ホームページより



３ アグリテック、フードテック等のトレンド

(1) フードテックをめぐる世界の状況

出典 「フードテックをめぐる状況(H5.3)」農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部より 54



３ アグリテック、フードテック等のトレンド

出典 「フードテックをめぐる状況(H5.3)」農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部より 55

(2) フードテック分野の投資



３ アグリテック、フードテック等のトレンド

出典 「フードテックをめぐる状況(H5.3)」農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部より 56

(3) ⽇本発のフードテック


